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Ulysses探査機により観測された木星起源キロメートル電波の放射特性

Characteristics of Jovian Kilometric Radiation observed by Ulysses
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木星起源の電波の一つであるbKOM(broad-band kilometric radiation)の放射特性を明らかにすると共にその放射
源を特定することを目的に、U l y s s e s探査機の波動観測データを用いてb K O Mの放射特性の解析を行った。その結
果、放射源位置に関し、bKOMはL=20の磁力線上においてhollow coneの広がり（β=19°）を持って放射されてい
ることが推定された。さらに、木星磁場・磁気圏プラズマによる電波の屈折効果を取り入れた３次元R a y - t r a c i n g
のシミュレーションを行った結果、推定された放射源位置は妥当なものであることを確認すると共に、b K O Mの
周波数によるCML依存性の相違も説明出来ることを確認した。

太陽系最大の惑星である木星は、強力な磁場を持つとともに高速で自転しているため、太陽系内惑星の中でも
極めて活動的な磁気圏を持っている。一般に磁場を持つ惑星からは非熱的な電磁波が放射されているが、その中
でも上記の特徴を持つ木星からは極めて強くまた広い波長にわたる電磁波が磁気圏内から放射されている。これ
らの電波放射の変動は木星磁気圏内のダイナミクスを反映していることから、これらの電波の研究により、間接
的に木星磁気圏内の状態を知ることが出来る。

今回我々は、木星起源の電波の一つであり、いまだにその放射源が知られていない、 b K O M ( b r o a d - b a n d
kilometric radiation)の放射特性を明らかにすると共にその放射源を特定することを目的に、木星をフライバイし
たUlysses探査機の波動観測データ・太陽風観測データを用いて解析を行った。

U l y s s e s探査機は木星接近前後において、i n b o u n dで木星磁気緯度+ 1 1 . 5°～- 8 . 5°、o u t b o u n dで木星磁気緯度-
2 7 . 5°～- 4 7 . 5°という、広い木星磁気緯度方向にわたる観測を初めて行った。この探査機に搭載された波動観測器
のデータを用いbKOMの放射特性の解析を行った結果、磁気緯度+10°付近のemission bandの存在とともに、高緯
度域にもemission bandが存在する事がわかった。この解析をもとにb K O Mが放射されているhollow coneの広がり

（β= 1 9°）を見積もることが出来た。これをもとに、放射源位置に関し、b K O MはL = 2 0の磁力線上において放射
されていることが推定された。さらに、この推定された放射源位置を確認するため、解析から得られたパラメー
タを制約条件として、木星磁場・磁気圏プラズマによる電波の屈折効果を取り入れた３次元R a y - t r a c i n gのシミュ
レーションを行った。その結果、推定された放射源位置は妥当なものであることを確認すると共に、b K O Mの周
波数によるCML依存性の相違も説明出来ることを確認した。

一方、太陽風・I M Fとの関連の解析から、b K O Mの放射は太陽風動圧の増大部分が木星磁気圏に到達した１～
２日後に観測されなくなる、という事実を明らかにした。更に、I oプラズマトーラス外縁部において放射されて
いる、n K O Mの出現が太陽風動圧変動と正の相関がある事も示され、太陽風の影響が木星内部磁気圏にまで影響
を及ぼしている可能性があることが示された。


